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説明文 

私たちは、安全な農作物をつくるために何が必要で、具体的に何をすべ

きかを研究しました。私たちは主に、水耕栽培という栽培方法に注目し

ました。 

水耕栽培は降水量の少ない砂漠地域や乾燥した地域で行われている方

法で、メリットとして水の使用量が少ないことが挙げられます。 

これは、日本の農業用水の不足を補う重要なポイントです。 

水の腐敗が早く、こまめに交換を行う必要があることや、設備に対する

コストパフォーマンスの低さなどがデメリットとして挙げられます。 

我々は、この水耕栽培を利用した「水耕栽培食堂」を考えました。 

売り上げの４割を世界の食料自給率の低い国（特に発展途上国）の農業

のために寄付をします。 

この方法のみで世界の食料自給率を上げるには長い時間が必要です。 

ここで必要になるのは日本の農業技術の拡充です。 

また、このような規模の大きなことでなくても、私たちにも農業用水不

足の対策として節水をすることなどができると考えます。 

課題、 

今後の展開など 

今後は、世界的にも食料不足が深刻化することが懸念されています。そ

うした中で水耕栽培などの効率的な栽培方法は大きな役割を担うと考

えます。 

私たち高校生にできることは、そのような問題を知り、知識を蓄え、そ

こから発展した提案をすることや、身近もある水の問題などに日頃か

ら取り組むことです。 
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